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「
死
ん
で
い
る
」
は
『
別
冊
小
説
宝
石
』
一

九
七
一
年
新
春
特
大
号
掲
載
。
挿
し
絵
が
二
つ

入
っ
て
十
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

被
害
者
が
出
席
す
る
は
ず
だ
っ
た
ゴ
ル
フ
仲

間
の
新
年
会
の
会
場
が
都
下
の
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
だ
っ
た
り
、
登
場
人
物
に
銀
座
の
バ
ー
の

マ
ダ
ム
が
居
た
り
す
る
の
で
舞
台
は
東
京
。
月

刊
誌
の
一
九
七
一
年
新
春
特
大
号
掲
載
な
の
で
、

作
中
時
間
も
そ
の
頃
か
。

[

登
場
人
物]

●
雲
谷
日
出
夫

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
ぜ
ん

ぶ
揃
っ
た
雲
谷
学
園
の
理
事
長
。

●
雲
谷
節
子

日
出
夫
の
妻
。

●
雲
谷
映
子

20
歳
。
雲
谷
日
出
夫
の
娘
。
雲

谷
学
園
短
期
大
学
家
政
学
部
二
年
生
。

●
松
野
一
太
郎

40
歳
、
雲
谷
家
の
主
治
医
。

●
影
山
美
男

雲
谷
学
園
大
学
文
学
部
三
年
生
。

学
生
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。

●
上
田
清
江

銀
座
の
バ
ー
の
マ
ダ
ム
。
雲
谷

日
出
夫
の
愛
人
。
雲
谷
夫
人
の
節
子
に
も
知
れ

て
い
る
。

●
小
野
川

刑
事
。

●
私

刑
事
。

[

あ
ら
す
じ]

ゴ
ル
フ
仲
間
の
新
年
会
を
欠

席
し
た
雲
谷
日
出
夫
が
自
宅
タ

ン
ス
の
中
か
ら
死
体
で
発
見
さ

れ
る
。

小
野
川
と
私
、
二
人
の
刑
事

を
中
心
に
捜
査
は
進
む
。

役
者
は
揃
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
役
者
た
ち
を
吟
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

更
年
期
を
す
ぎ
て
、
カ
サ
カ
サ
に
な
っ
た
ヒ

ス
テ
リ
ー
夫
人
。
気
の
強
い
、
動
物
的
闘
争
本

能
を
も
っ
た
水
商
売
十
年
選
手
。
情
熱
的
で
、

と
こ
と
ん
ま
で
や
り
抜
く
と
い
う
、
自
尊
心
の

強
い
医
師
。
栄
光
の
座
か
ら
転
落
し
た
、
ひ
と

り
よ
が
り
の
ナ
ル
シ
ス
ト
。

四
人
と
も
、

雲
谷
日
出
夫
を
殺
す
動
機
ら
し
い
も
の
は
も
っ

て
い
る
。

右
の
記
述
、
少
し
補
足
を
し
て
お
こ

う
。ま

ず
、
影
山
美
男
に
つ
い
て
。
影
山

は
全
学
ゲ
バ
学
生
の
シ
ン
ボ
ル
的
人
物

だ
っ
た
の
だ
が
、
雲
谷
日
出
夫
は
、
学

園
ス
ト
に
お
け
る
団
交
の
席
で
、
全
学

生
を
前
に
し
て
、

影
山
君
は
二
こ
と
目
に
は
、
体

制
打
倒
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
意
識
を
追
放
せ

よ
と
叫
ぶ
が
、
体
制
の
な
か
に
い
る
ブ

ル
ジ
ョ
ア
で
あ
る
私
の
娘
と
つ
き
合
い
、

プ
ロ
ボ
ー
ズ
し
た
こ
と
も…

。

と
、
言
い
放
っ
た
。
こ
の
と
き
以
来
、

影
山
は
仲
間
か
ら
総
ス
カ
ン
を
食
い
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
を
失
っ
た
。

も
う
一
人
、
医
師
の
松
野
に
つ
い
て
、
捜
査

主
任
と
私
の
会
話
。

「
医
者
と
い
う
の
は
死
体
の
発
見
者
だ
っ
た
な
？
」

「
は
い
、
そ
う
で
す
。
雲
谷
家
の
近
く
に
住
ん

で
い
る
医
師
で
、
映
子
と
結
婚
さ
せ
て
く
れ
と
、

や
か
ま
し
く
言
っ
て
い
る
と
き
い
て
お
り
ま
す
。

映
子
は
二
十
歳
で
す
か
ら
、
年
齢
は
倍
な
ん
で

す
が
」

「
四
十
か
。…

ま
だ
独
身
か
ね
？
」

「
い
え
、
細
君
は
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
と
は

近
く
別
れ
る
か
ら
と…

」

「
う
ー
む
、
ち
ょ
っ
と
非
常
識
だ
ね
」

「
雲
谷
日
出
夫
に
こ
っ
ぴ
ど
く
は
ね
つ
け
ら
れ

た
ら
し
い
ん
で
す
」

小
野
川
刑
事
は
女
性
二
人
を
容
疑
者
の
上
位

に
置
き
、
私
は
男
性
二
人
の
嫌
疑
を
主
張
す
る

が…

。
果
た
し
て
犯
人
は…

。

短編集未収録27作を順次紹介いたします/第6回４作、その１ 「死んでいる」

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

容
疑
者
四
人
の
う
ち
の
二
人
、雲
谷
夫
人(

左)

と
上
田
清
江
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「
あ
り
え
な
い
関
係
」
は
『
オ
ー
ル
讀
物
』
の
一
九
七

一
年
４
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
し
絵
が
三
つ
入
っ

て
、
十
八
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

曾
根
崎
の
小
料
理
屋
、
大
阪
の
ミ
ナ
ミ
と
か
、
京
都

駅
前
と
か
も
出
て
き
ま
す
が
主
な
舞
台
は
神
戸
で
す
。

月
刊
誌
の
一
九
七
一
年
４
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

作
中
時
間
も
そ
の
頃
？

回
想
場
面
も
多
い
。

[

登
場
人
物]

●
私

33
、
34
歳
。
課
長
昇
進
の
声
の
か
か
る
セ
ー
ル

ス
マ
ン
。
愛
人
ハ
ニ
ー
に
入
れ
込
む
。
ジ
ョ
ニ
ー
と
は
古

く
か
ら
の
知
合
い
。

●
ハ
ニ
ー

私
の
愛
人
。
十
以
上
歳
上
。
私
は
ハ
ニ
ー

に
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
買
い
与
え
て
い
る
。

●
ジ
ョ
ニ
ー
の
マ
マ

ジ
ョ
ニ
ー
の
い
か
さ
ま
募
金
の

考
案
者
。
ア
イ
デ
ィ
ア
料
と
し
て
、
毎
日
の
稼
ぎ
か
ら

五
千
円
を
取
っ
て
い
る
。

●
古
市

父
親
が
ア
メ
リ
カ
人
で
母
親
は
日
本
人
。
帰

化
し
て
日
本
籍
を
取
っ
て
い
る
老
人
。
も
と
の
名
は
フ

レ
ン
チ
。
私
と
は
、
道
で
会
え
ば
会
釈
す
る
て
い
ど
の

知
合
い
。
日
本
と
外
国
の
橋
渡
し
を
自
ら
の
天
職
と
考

え
て
い
る
。

[
あ
ら
す
じ]

あ
る
晩
、
ジ
ョ
ニ
ー
は
マ
マ
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

凶
器
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ナ
イ
フ
だ
っ
た
。

ジ
ョ
ニ
ー
の
マ
マ
は
、
浴
室
か
ら
出
た
と
こ
ろ
を
心

臓
を
刺
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ニ
ー
は
立
ち
去
る
と
き
、
バ
ス

タ
オ
ル
を
母
親
の
腰
に
巻
き
つ
け
た
。…

。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
私
は
古
市
と
い
う
混
血

の
老
人
の
訪
問
を
受
け
た
。

老
人
の
訪
問
の
用
件
は
、
ジ
ョ
ニ
ー
こ
と
ド
ー
ミ
ト

リ
ー
の
『
減
刑
嘆
願
書
』
に
署
名
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

私
は
、
古
市
老
人
か
ら
、
ジ
ョ
ニ
ー
の
マ
マ
は
養
母

で
あ
っ
て
、
実
母
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た

と
聞
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
ジ
ョ
ニ
ー
と
マ
マ
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
。

「
あ
の
女
、…

そ
う
、
ド
ー
ミ
ト
リ
ー
の
マ
マ
で
す
が
、

彼
女
、
あ
ろ
う
こ
と
か
あ
の
子
に
、
け
し
か
ら
ん
振
舞

い
に
及
ぼ
う
と
し
た
ん
で
す
ね
。
お
ま
え
は
実
の
子
じ
ゃ

な
い
か
ら
、
か
ま
わ
な
い
ん
だ
と
。…

ド
ー
ミ
ト
リ
ー

は
び
っ
く
り
仰
天
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
信
じ
ら
れ

ず
に
、
私
の
と
こ
ろ
へ
確
か
め
に
来
た
ん
で
す
。…

私

な
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」

更
に
、
古
市
は
、
自
分
と
ジ
ョ
ニ
ー
の
マ
マ
と
の
こ

と
に
つ
い
て
も
明
か
す
。

タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
な
ん
と
も
あ
り
え
な
い
関
係
が

次
々
明
ら
か
に
な
る
。

一
つ
、
読
ん
で
い
て
読
み
落
と
し
た
の
か
、
い
つ
の

ま
に
か
、
ハ
ニ
ー
と
ジ
ョ
ニ
ー
の
マ
マ
が
同
一
人
物
だ

と
い
う
こ
と
が
自
明
の
こ
と
と
し
て
筋
が
進
む
。

短編集未収録作品紹介/第6回４作、その２ 「ありえない関係」

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

●
ジ
ョ
ニ
ー

25
歳
？

本
名
、

ド
ー
ミ
ト
リ
ー
。
在
留
ロ
シ

ア
人
の
両
親
の
間
に
生
れ
た
。

父
親
は
既
に
死
亡
。
ケ
ー
キ

職
人
の
経
歴
が
あ
る
が
、
怠

け
者
で
仕
事
が
続
か
ず
。
三

年
前
か
ら
、
京
都
駅
前
、
大

阪
の
ミ
ナ
ミ
な
ど
で
、
こ
の

絵
の
よ
う
な
い
か
さ
ま
募
金

で
日
銭
を
稼
い
で
い
る
。
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短編集未収録作品紹介/第6回４作、その３ 「キレモノ・ニセモノ」

「
キ
レ
モ
ノ
・
ニ
セ
モ
ノ
」
は
『
別
冊
小
説
宝
石
』
の

一
九
七
一
年
初
夏
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
し
絵
が

二
つ
入
っ
て
、
十
六
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

舞
台
は
東
京
。
有
楽
町
、
丸
の
内
、
銀
座
な
ど
の
地

名
が
出
て
き
ま
す

掲
載
誌
の
発
行
が
一
九
七
一
年
初

夏
な
の
で
、
作
中
時
間
も
そ
の
頃
か
。

[

登
場
人
物]

●
原
喜
美
子

ス
タ
ー
電
機
秘
書
課
員
。
青
木
課
長
の

腹
心
。

●
和
久
秀
男

30
歳
そ
こ
そ
こ
。
弱
電
業
界
の
ト
ッ
プ

を
走
る
ス
タ
ー
電
機
を
追
う
島
田
電
器
の
企
画
室
勤
務
。

●
三
島
登

弱
電
ト
ッ
プ
の
ス
タ
ー
電
機
社
長
。

●
野
口
啓
三

ス
タ
ー
電
機
取
締
役
兼
営
業
部
長
。
社

内
の
派
閥
の
バ
ラ
ン
ス
の
う
え
に
の
っ
か
っ
て
、
い
ま

の
地
位
を
得
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

●
細
野
健
吉

ス
タ
ー
電
機
営
業
部
次
長
。
ス
タ
ー
電

機
の
大
ス
タ
ー
と
い
わ
れ
る
キ
レ
モ
ノ
。

●
青
木
裕

ス
タ
ー
電
機
秘
書
課
長
。

●
田
沢
誠

定
年
後
、
嘱
託
の
守
衛
と

し
て
働
い
て
い
る
。

●
平
坂
律
子

秘
書
課
員
。
野
口
啓
三

と
特
別
な
関
係
。

●
平
坂
律
子
の
従
兄

「
怪
し
い
人
物
」

●
大
垣

ス
タ
ー
電
機
を
追
う
太
陽
電

機
の
資
材
第
二
課
長
。
青
木
の
大
学
時

代
か
ら
の
友
人
。

[

あ
ら
す
じ]

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
の
弱
電
業
界

は
、
ト
ッ
プ
を
走
る
ス
タ
ー
電
機
を
島

田
電
器
と
太
陽
電
器
が
追
う
と
い
う
態

勢
に
あ
っ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
有
楽
町
の
喫
茶
店
で
、
ラ
イ
バ
ル

会
社
の
社
員
で
あ
る
和
久
秀
男
と
原
喜
美
子
が
話
し
合
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

「
き
み
、
う
し
ろ
め
た
く
な
い
？
」

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
ね
」

「
で
も
、
お
宅
の
社
長
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
、

ほ
ん
と
う
な
の
ね
？
」

「
ほ
ん
と
う
だ
と
も
。
三
百
万
円
は
け
っ
し
て
高
い
と

は
思
わ
な
い
そ
う
だ
」

「
ぜ
ん
ぶ
あ
た
し
が
い
た
だ
い
て
い
い
の
？
」

な
ど
と
、
物
騒
な
会
話
が
続
い
て
い
る
。

話
は
、
ス
タ
ー
電
機
内
部
の
出
来
事
に
変
わ
る
。

タ
イ
ト
ル
脇
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
「
産
業
ス
パ
イ

は
一
体
誰
か-

-

東
南
ア
ジ
ア
市
場
で
ニ
セ
モ
ノ
製
品
に

悩
ま
さ
れ
る
ス
タ
ー
電
機
、
そ
の
罠
に
か
か
っ
た
男
の

正
体
は…

」
の
よ
う
に
、
ス
タ
ー
電
機
内
の
不
祥
事
と

し
て
筋
は
進
む
。

営
業
部
長
の
野
口
は
、
仕
事
上
の
難
問
は
金
で
解
決
し

て
き
た
よ
う
な
人
物
。
そ
れ
だ
け
に
、
金
を
必
要
と
し
た
。

心
に
ス
キ
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
心
が
全
面
的

に
傾
斜
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
野
口
は
友

人
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
香
港
の
メ
ー
カ
ー
に
仕
事
に

協
力
し
て
ほ
し
い
と
口
説
か
れ
て
、
そ
れ
を
承
諾
し
て

し
ま
っ
た
。
仕
事
と
い
う
の
は
、
ニ
セ
モ
ノ
づ
く
り
で

あ
る
。

産
業
ス
パ
イ
は
一
体
誰
か
？

野
口
に
疑
惑
の
眼
を
む
け
て
い
る
人
物
が
い
た
。
そ

れ
は
社
長
の
お
庭
番
的
存
在
で
あ
る
、
秘
書
課
長
の
青

木
で
あ
っ
た
。

青
木
の
相
棒
は
秘
書
課
員
の
原
喜
美
子
で
あ
っ
た
。

（
す
こ
し
危
な
く
な
っ
て
き
た
ぞ
）

と
、
野
口
も
警
戒
し
、
目
を
そ
ら
す
作
戦
を
実
行
す

る
。
こ
の
作
戦
を
立
案
・
実
行
し
た
の
は
野
口
、
秘
書

課
の
平
坂
と
平
坂
の
従
兄
で
、
犠
牲
者
は
嘱
託
守
衛
の

田
沢
で
あ
っ
た
。

産
業
ス
パ
イ
問
題
が
解
決
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、

他
の
二
社
を
巻
き
こ
ん
で
の
人
材
引
き
抜
き
へ
と
進
展

し
、
冒
頭
の
三
百
万
円
の
話
に
繋
が
っ
て
い
く
。

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

上の挿し絵、左の人物は、実
行犯の一人というより、むしろ
犠牲者の嘱託守衛の田沢
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「
破
局
は
穴
の
な
か
」
は
『
小
説
現
代
』
の
一
九
七
二

年
10
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
し
絵
が
三
つ
入
っ

て
二
十
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

[

舞
台
・
作
中
時
間]

舞
台
は
神
戸
。
掲
載
誌
の
発
行
が
一
九
七
二
年
10
月

な
の
で
、
作
中
時
間
も
そ
の
頃
か
。

[

登
場
人
物]

●
細
川
尚
太
郎

兵
庫
県
警
警
部
補
。

●
高
村
宗
男

Ｔ
銀
行
の
現
金
輸
送
を
請
負
う
運
送
店

の
運
転
手
。
高
校
を
出
て
す
ぐ
に
入
社
、
社
員
歴
十
年
。

●
正
木
勝

現
金
輸
送
車
の
運
搬
員
。
高
村
と
同
い
年

だ
が
、
社
歴
は
四
ヶ
月
。

●
深
川
悦
子

ス
ナ
ッ
ク
『
よ
う
こ
そ
』
の
店
員
。
高

村
宗
男
と
は
顔
な
じ
み
。

●
大
西
綾
子

悦
子
の
友
人
。
細
川
警
部
補
の
恋
人
。

[

あ
ら
す
じ]

Ｔ
銀
行
三
宮
支
店
を
舞
台
に
、
現
金
輸
送
の
運
搬
員

に
よ
る
三
千
五
百
万
円
持
ち
逃
げ
事
件
が
発
生
す
る
。

事
情
聴
取
は
、
兵
庫
県
警
の
細
川
警
部
補
が
担
当
し

た
。
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ア
ル
ミ･

ケ
ー
ス
を
さ
げ
た
正
木
に
気
づ
い
た
行
員
は

い
た
が
、
特
に
違
和
感
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

正
木
は
、
銀
行
で
は
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
い
た
。

--

ホ
ク
ロ
さ
ん
。

と
、
銀
行
の
人
は
呼
ん
で
い
た
。

鼻
の
あ
た
ま
に
大
き
な
ホ
ク
ロ
が
あ
り
、
右
目
の
下

に
も
、
か
な
り
目
立
つ
ホ
ク
ロ
の
あ
る
男
な
の
だ
。
ふ

と
い
縁
の
眼
鏡
を
か
け
て
、
な
る
べ
く
そ
の
ホ
ク
ロ
が

目
立
た
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
つ
も
り
ら
し
い
。(

左
上

の
挿
し
絵)

現
金
輸
送
車
の
運
転
手
高
村
は
、
顔
な
じ
み
の
深
川

悦
子
が
友
人
と
一
緒
に
通
り
か
か
り
、
運

転
席
か
ら
し
ば
ら
く
話
を
し
て
い
た
の
で
、

正
木
の
帰
り
が
遅
い
こ
と
に
気
づ
く
の
が

遅
れ
た
と
い
う
。

深
川
悦
子
が
一
緒
だ
っ
た
友
人
と
い
う

の
は
、
細
川
の
恋
人
大
西
綾
子
で
、
細
川

警
部
補
は
驚
き
戸
惑
う
。

九
月
は
じ
め
の
事
件
が
、
正
木
勝
が
偽

名
だ
と
分
か
っ
た
以
外
、
翌
年
の
七
月
上

旬
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
進
展
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
梅
雨
明
け
直
前
、
全
く
偶

然
な
こ
と
か
ら
、
事
件
は
大
き
く
進
展
す

る
。

裏
六
甲
の
大
池
の
近
く
、
戦
時
中
に
掘
ら
れ
た
横
穴

防
空
壕
の
一
つ
か
ら
、
盗
ま
れ
た
三
千
五
百
万
円
が
、

封
も
破
ら
れ
て
い
な
い
ア
ル
ミ･

ケ
ー
ス
に
入
っ
た
ま
ま

発
見
さ
れ
た
。

雨
の
シ
ー
ズ
ン
、
土
砂
が
道
路
に
崩
れ
落
ち
て
い
た
。

現
場
に
来
合
わ
せ
た
土
地
の
駐
在
巡
査
が
、
削
り
取
ら

れ
た
山
肌
に
、
妙
な
物
が
つ
き
出
て
い
る
の
に
気
づ
い

た
。
ア
ル
ミ･

ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。(

左
の
挿
し
絵)

細
川
警
部
補
が
事
情
聴
取
し
た
内
に
共
犯
者
が
い
た
。

さ
て…

。

短編集未収録作品紹介/第6回４作、その４ 「破局は穴の中 」

舞
台
・作
中
時
間
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ


